
Q  
圏
央
道
の
雨
水
処
理
に
対
す
る
染

谷
川
の
浚
渫
工
事
の
現
状
は
。

A  

国
土
交
通
大
臣
に
対
し
浚
渫
工
事

の
早
期
着
工
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出

さ
せ
て
頂
き
、
こ
の
度
、
北
首
都
国
道

事
務
所
よ
り
３
月
７
日
か
ら
浚
渫
工
事

に
着
手
す
る
と
の
連
絡
を
受
け
て
い
る
。

（
建
設
農
政
部
長
）

○
冠
水
対
策
と
し
て
染
谷
川
改
修

工
事
の
現
状
に
つ
い
て
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Q  

境
警
察
署
か
ら
南
側
の
冠
水
対
策

は
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
。

A  

染
谷
川
の
堆
積
土
砂
の
浚
渫
や

若
境
線
か
ら
南
側
区
間
の
河
川
改
修

を
進
め
て
い
く
。
上
小
橋
地
内
の
五

差
路
の
交
差
点
に
お
い
て
は
、
染
谷

川
の
越
水
が
始
ま
る
前
に
道
路
が
冠

Q  

担
い
手
農
家
の
現
状
は
。

A  

中
核
的
担
い
手
で
あ
る
認
定
農
業

者
数
は
ピ
ー
ク
時
の
２
３
０
名
か
ら
現

在
１
７
５
名
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
今

後
町
と
し
て
は
、
Ｊ
Ａ
、
農
業
委
員
会
、

県
な
ど
の
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
担
い
手
や
後
継
者
の
確
保
に
係
る

事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

（
建
設
農
政
部
長
）

Q  

結
城
野
田
線
の
東
側
に
雨
水
対
策

の
排
水
路
を
増
や
し
て
は
。

A  

現
在
、
長
井
戸
地
区
南
側
を
流
れ

る
水
路
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
は
、

現
地
調
査
を
実
施
し
専
門
的
な
意
見
を

頂
き
な
が
ら
、
雨
水
排
水
の
抜
本
的
な

対
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
建
設
農
政
部
長
）

○
農
地
中
間
管
理
事
業
に
つ
い
て

Q  

未
整
備
地
区
に
対
し
て
町
の
考
え
は
。

A  

公
共
下
水
の
整
備
状
況
は
、
市
街

化
区
域
に
隣
接
す
る
長
井
戸
、
上
小
橋

地
区
は
概
ね
完
了
し
て
い
る
。
猿
島
幹

○
下
水
関
係
に
つ
い
て

線
沿
い
の
大
歩
、
中
大
歩
、
内
門
新

田
、
上
小
橋
の
一
部
の
地
区
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
よ
り
事
業
に
着
手
し
て
い

る
。
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
４
地
区
で
共
用
開
始
し
て
お
り
、

未
整
備
区
域
に
つ
い
て
は
、
整
備
区
域

の
進
捗
状
況
や
地
域
の
情
勢
な
ど
を
勘

案
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

（
建
設
農
政
部
長
）

Q  

女
性
の
参
画
率
が
な
か
な
か
上
が

ら
な
い
現
状
だ
が
、
今
後
の
方
策
と
し

て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

A  

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
を
策
定
し

て
い
る
の
で
、
そ
の
中
で
女
性
登
用
推

進
を
図
っ
て
い
き
た
い
が
、
な
か
な
か

○
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
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水
す
る
な
ど
、
抜
本
的
な
対
策
が
必

要
な
状
況
で
あ
る
。（

建
設
農
政
部
長
）
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